
51 演習 2　地域を理解する

 ● 学習目標

1	自分の住む地域の特性を理解する。
2	学校の所在する地域に目を向けて，地域の特性を理解する。
3	健康障害が生じても，安心して地域で暮らしつづけるための課題を考える。

 ● 学習の進め方

ワークシート 1 自分の暮らす地域，学校の所在する地域を理解しよう。
① 事前課題として ワーク 1 に自分の住む地域の特性とそう考えた理由・根拠（写真やイラス

トでもよい）を記載し，その地域を他者に紹介できるようにする。
② 数人のグループで ワーク 1 をもとに，それぞれ自分の住む地域について発表する。
③ ワーク 2 で，②の発表を聞いて，「暮らしと健康」を支援する目的で地域を知るにはどの

ようなデータが必要かを，グループで考える。
④ ワーク 3 で，③の成果をもとに，グループで，学校の所在する地域に住む人々の健康と暮

らしを支援するために必要な地域のデータをあげて，具体的にデータ収集の方法や担当を
決める。次回の授業までに，実際にデータを収集する。

ワークシート 2  健康障害をもっていても安心して暮らせる地域にしていくために，地域の実
情を知り，課題を考えよう。

上記④で収集したデータをもとに，次のグループワークを行う。
① ワーク 1 で，収集したデータのなかから地域の社会資源（徒歩で 30 分程度の範囲）を地域

資源マップにする。
② ワーク 2 で，収集したデータのなかで， ワーク 1 に記述しきれなかった地域の特性を整理

する。
③ ワーク 3 で， ワーク 1 と ワーク 2 をもとに地域で健康的に暮らすための課題を考える。
④ ワーク 1 から ワーク 3 をもとに ワーク 4 に取り組み，「健康障害をもつ人が地域で暮らしつ

づけるための課題」を明確にする。
⑤ ④の成果を中心にクラスで発表し，その後，意見交換やまとめを行う。

地域・在宅看護では，人々ができるだけ健康的に暮らせるように，ま
た健康障害があっても地域で暮らしつづけられるように支援する。そ
のためには地域の理解が不可欠だ。まずは自分の暮らす地域を知ろう。
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右の QRコードより，ワークシートをダウンロードしていただけます。



52 第 2章　暮らしの基盤としての地域の理解

ワークシート 1 自分の暮らす地域，学校の所在する地域を理解しよう。

発表を聞いて，「暮らしと健康」を支援する目的で地域を知るためにどんなデータが
必要か，みんなで考えてみよう。
ワーク 2

【事前課題】自分の暮らす地域の特性を列記してみよう。また，どのような点からそ
う考えたか，理由・根拠も示そう。
• 地域名：

• 地域の特性

• そのように考えた理由・根拠（イラストや写真も活用しよう）

ワーク 1

グループで発表し合おう。
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学校の所在する地域に住む人々の健康と暮らしを支援するために必要な地域のデー
タを考えて，どのようにデータを収集するか，収集計画を立案しよう。
※ データの収集方法には，インターネット検索，フィールドワーク，インタビューなど，さま

ざまある。考えてみよう。

必要なデータ 情報収集方法 グループ内での役割分担

ワーク 3
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ワークシート 2  健康障害をもっても安心して暮らせる地域にしていくために，地域の実情を知り，課
題を考えよう。

ワークシート 1 を経て情報収集したデータのなかから，まず，健康障害をもっても
地域で暮らしつづけるために必要な社会資源などを地域資源マップにしてみよう。
ワーク 1
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情報収集したデータのなかで， ワーク 1 に記述しきれなかった地域の特性を示すデー
タを整理しておこう。
ワーク 2

ワーク 1 と ワーク 2 をもとに，地域で健康的に暮らすための課題を整理してみよう。ワーク 3

健康障害をもつ人が地域で暮らしつづけるための課題を考えよう。ワーク 4


